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毎月11日は『人権を確かめあう日』です。



	

一　
般　
質　
問	

令
和
７
年
６
月
10
日
開
催

A
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」
と
は
、

ド
イ
ツ
語
で
「
小
さ
な
庭
」
と

い
う
意
味
で
、
農
園
に
宿
泊
可
能
な
小

さ
な
家
が
併
設
さ
れ
た
滞
在
型
市
民
農

園
の
こ
と
で
す
。
近
年
、
農
業
体
験
や

自
然
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
む
場
と
し

て
人
気
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
で
約
50

の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
事
業
効
果
は
、
地
域
活
性
化
対
策

と
し
て
一
定
有
効
な
手
段
で
す
が
、
初

期
費
用
に
多
額
の
予
算
を
要
し
ま
す
。

ま
た
、
本
事
業
で
は
、
施
設
の
維
持
管

理
や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、
利
用
者

へ
の
農
業
指
導
な
ど
の
専
門
員
の
確
保

を
は
じ
め
、
農
地
を
含
む
広
大
な
土
地

が
必
要
と
な
り
、
町
有
地
で
の
対
応
は

難
し
い
こ
と
か
ら
、
民
間
の
土
地
を
長

期
的
に
借
り
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
、
他
自
治
体
の
事
例
や
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
補
助
金
の
活
用
な
ど
、
行

政
と
し
て
何
が
で
き
る
か
検
討
し
、
民

間
事
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
有

効
な
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたってその方針や考えを聞き、疑問点をただしたり、
町民の要望に応え新たな政策を提案したりするものです。
　なお、掲載された質問は、各議員が執筆し概要をまとめたものです。詳細は会議録に記録されて
おりますので、ご覧になりたい方は、発行時期などを議会事務局までお問い合わせください。

南田 善紀　議員
・�職員の休暇取得と働き方改革のビジョンに
ついて
・三郷町クラインガルテン事業について

吉村 今日子　議員
・�自動車誤発進防止装置の設置補助について
・�非正規公務員の病休の有給化などについて
神崎 静代　議員
・�町営竜の子墓園先払墓地管理料の保全に
ついて
・�「認知症徘徊高齢者等個人賠償責任保険」
制度の創設を

髙田 好子　議員
・子育て支援について
・電話リレーサービスについて
・「小１の壁」解消について

澤 美穂　議員
・�防犯カメラ設置の補助金対象を個人にも
拡大を
・町バス存続に向けた運転手の確保を
・�環境フェスタの実施でゴミの分別削減を
奥山 一臣　議員
・�三郷町の広報と議会だよりの一体化に
　ついて

南 真紀　議員
・下水管等の維持管理について

木口屋 修三　議員
・電気災害防止への対応について
辰己 圭一　議員
・クールシェアの取組みについて
・太陽フレアの災害対策について

　現代は「都会にないもの」が価値となる時代であり、田舎
や過疎地の魅力をうまく発信することが重要である。「都会と
田舎のちょうどいい暮らし」をテーマに、三郷町でもクライ
ンガルテン事業を展開してはどうか。南田　善紀

一 般 質 問一 般 質 問

三郷町クラインガルテン事業に
ついて

Q
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各
議
員
の
質
問
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

A
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故

は
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い

の
事
故
は
65
歳
以
上
が
約
４
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
事
故
防
止
の
た

め
、
国
は
新
型
車
に
対
し
「
衝
突
被
害

軽
減
ブ
レ
ー
キ
」
等
の
安
全
装
置
の
義

務
化
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、

す
べ
て
の
高
齢
者
が
新
車
に
買
い
替
え

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
対
策
が
さ
れ

て
い
な
い
車
に
乗
る
方
も
お
ら
れ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
安
全
装
置
は
、
通

常
走
行
時
の
踏
み
間
違
い
に
反
応
し
な

い
可
能
性
や
装
置
の
設
置
が
過
信
に
繋

が
る
恐
れ
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
自
動
車
誤
発
進
防
止
装
置
設

置
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
は
、
車
の

技
術
革
新
の
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら

検
討
し
ま
す
が
、
本
町
で
は
高
齢
運
転

者
の
事
故
防
止
の
た
め
、
免
許
証
の
自

主
返
納
に
対
す
る
補
助
制
度
の
充
実
を

図
っ
て
お
り
、
特
に
運
転
に
不
安
を
感

じ
る
高
齢
運
転
者
の
方
は
、
ま
ず
は
免

許
証
返
納
の
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。

A
個
人
賠
償
責
任
保
険
制
度
自
体

は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族

の
経
済
的・精
神
的
な
負
担
を
軽
減
し
、

社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
意

義
深
い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
保
険
料
が
比
較
的

安
価
で
加
入
し
や
す
い
賠
償
責
任
保
険

の
保
険
料
を
自
治
体
が
負
担
す
べ
き
な

の
か
、
ま
た
民
間
保
険
へ
の
加
入
支
援

を
自
治
体
が
行
う
こ
と
で
、
認
知
症
の

方
は
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
と
い
っ

た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
信
に
も
繋
が
る
の

で
は
な
い
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念

も
あ
り
、
保
険
料
の
公
費
負
担
に
つ
い

て
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
個
人
賠
償
責
任
保

険
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
現
在
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
認
知
症
の

方
々
を
対
象
と
し
た
見
守
り
支
援
や
相

談
体
制
、
ま
た
、
ご
家
族
の
方
に
も
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
施
策
を
実
施
し
、

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
一
層
進
め
て
い

き
ま
す
。

　高齢者の車の誤発進防止装置の設置に対し助成を行ってい
る自治体がある。三郷町は坂道や買物等に不便なため、免許
証の返納を躊躇する方がいる。事故防止のため誤発進防止装
置の設置に助成できないか。

　徘徊時に他人に怪我をさせたり、他人のものを壊したり、
列車を遅延させたりしたときなど、法律上の損害賠償責任が
生じた場合、町が加入する賠償責任保険で損害賠償金を補償
する制度の導入を考えられないか。

自動車誤発進防止装置の
設置補助について

「認知症徘徊高齢者等個人賠償
責任保険」制度の創設を

吉村　今日子

神崎　静代

Q

Q
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一　
般　
質　
問	

令
和
７
年
6
月
10
日
開
催

A
「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
は
、
奈
良
県
が
令
和
５
年

２
月
に
作
成
し
、
県
内
の
産
科
医
や
全

市
町
村
に
配
布
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
広
く

周
知
等
を
行
い
、
併
せ
て
、
子
育
て
支

援
ア
プ
リ
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、授
乳
室
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ち
い

す
て
っ
ぷ
」
の
み
で
、
お
子
さ
ん
の
健

診
日
に
は
空
き
部
屋
を
活
用
し
な
が
ら

臨
時
の
授
乳
室
を
設
け
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
乳
幼

児
健
診
な
ど
で
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ

る
「
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
」
で
の
授

乳
室
設
置
に
向
け
、
場
所
や
時
期
等
も

含
め
て
協
議
を
行
い
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
な
お
、
授
乳
室
で
の
搾
乳
に
つ
い
て

も
、
利
用
者
の
方
に
視
覚
的
に
も
目
立

つ
よ
う
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
乳
幼
児

健
診
な
ど
保
護
者
の
方
が
来
庁
さ
れ
る

機
会
に
合
わ
せ
、
掲
示
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

A
　
平
成
19
年
に
導
入
さ
れ
た
町

バ
ス
は
、
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
、
各
種
団
体
研
修
な
ど
に
活
用

し
て
き
ま
し
た
。
運
行
管
理
は
、運
転・

点
検
・
車
検
・
保
険
を
含
む
委
託
契
約

で
し
た
が
、
今
年
度
は
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
に
よ
り
、
委
託
先
か
ら
辞
退
の
申
し

出
が
あ
り
、
他
の
登
録
業
者
３
社
に
も

見
積
を
依
頼
し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も

辞
退
と
な
り
ま
し
た
。

　
職
員
の
中
に
特
別
車
両
を
運
転
可
能

な
者
は
い
る
も
の
の
、
運
転
業
務
を
目

的
と
し
た
採
用
で
は
な
い
た
め
、
特
定

の
職
員
の
業
務
負
担
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
専
属
運
転
手
の
直
接
雇
用

は
、
町
バ
ス
の
稼
働
頻
度
か
ら
見
る
と

費
用
対
効
果
に
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
は
バ
ス
の
維
持
管
理
を
行
い
な

が
ら
、
各
担
当
部
署
が
外
部
委
託
契
約

に
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
を
確
保
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
な
お
、バ
ス
の
使
用
実
績
を
見
る
と
、

乗
り
合
わ
せ
で
対
応
可
能
な
場
合
や
使

用
規
定
に
係
る
課
題
も
あ
り
、
車
両
が

18
年
を
経
過
す
る
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
、

次
年
度
に
向
け
て
町
バ
ス
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　出生数全体の約 10人に 1人が 2,500 ｇ未満の低出生体重
児といわれ、一般的な母子手帳より細かな成長を記録できる
「リトルベビーハンドブック」の周知方法、授乳室で搾乳がで
きることへの理解促進と環境整備を伺う。

　住民から「運転手不在で町バスが使えない」との相談があっ
た。従来通りの利用を継続するため、町職員の運転従事や大型
自動車運転免許を持つ消防職員等の退職者の雇用により運転
手を確保し、町バスの存続を。

子育て支援について

髙田　好子

町バス存続に向けた運転手の
確保を

澤　美穂

Q

Q
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各
議
員
の
質
問
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

A
現
在
、
町
広
報
誌
と
議
会
だ
よ

り
を
別
々
に
発
行
し
て
い
る
理

由
は
、
広
報
と
議
会
だ
よ
り
で
は
目
的

が
違
う
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
町
の
広
報
誌
は
、
行
政
施
策
、
社
会

生
活
に
必
要
な
情
報
や
防
犯
防
災
な
ど

の
生
命
に
関
わ
る
情
報
を
住
民
の
皆
様

に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
議
会
だ

よ
り
は
、
議
会
活
動
及
び
議
案
の
内
容

や
議
決
に
至
る
経
過
、政
策
提
案
な
ど
、

議
会
と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
と

共
に
議
会
へ
の
関
心
と
理
解
を
高
め
る

た
め
、
公
正
中
立
な
立
場
で
の
情
報
発

信
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
相
違
に
よ
り
、
現
在
、
別
々
に
発
行

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ご
提
案
内
容
は
、
配
布
業
務
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
会
の
皆
様
の

負
担
や
印
刷
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
繋
が

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
広
報
誌
の
一
部

に
な
る
こ
と
で
議
会
だ
よ
り
が
目
立
た

な
く
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
一

体
化
が
議
会
の
総
意
で
あ
れ
ば
検
討
し

ま
す
が
、
町
と
し
て
は
、
今
ま
で
通
り

独
立
紙
と
し
て
発
行
す
る
方
が
良
い
と

考
え
ま
す
。

A
本
町
で
は
、
令
和
元
年
度
よ
り

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

と
し
て
カ
メ
ラ
に
よ
る
下
水
道
施
設
の

点
検
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
６

年
度
末
現
在
、町
の
全
長
約
97
㎞
の
内
、

約
28
㎞
の
調
査
を
完
了
し
て
い
ま
す

が
、
修
繕
の
必
要
な
管
が
約
３
５
０
ｍ

見
つ
か
り
、
そ
の
内
１
８
０
ｍ
は
今
年

度
中
に
修
繕
完
了
予
定
で
す
。
ま
た
、

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
更
新
の
必
要
な
箇
所
は

６
０
０
ヶ
所
で
、
今
年
度
中
に
５
０

０
ヶ
所
が
修
繕
完
了
予
定
で
す
。
雨
水

管
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
以

降
、
雨
水
排
水
台
帳
図
の
作
成
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
作
成
し
ま

す
。
な
お
、
汚
水
管
・
雨
水
管
に
つ
き

ま
し
て
は
、
長
期
的
・
定
期
的
に
点
検

調
査
を
実
施
し
、
予
防
保
全
の
観
点
か

ら
計
画
的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
も
様
々
な
技
術
革
新
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
動
向
も
踏
ま
え
、

効
率
的
な
維
持
管
理
の
導
入
に
努
め
ま

す
。

　現状、三郷町では町の広報と議会だよりが別々に発行され
ているが、他の町村では一冊にまとめて発行されている自治
体もある。配布作業をしていただく自治会の負担軽減やコス
ト削減のために一体化をしてはどうか。

　埼玉県の下水陥没事故を受けて奈良県も緊急点検を実施し
たが、町の状況は。また、人工衛星を活用し、下水管の損傷
リスクをＡＩで予測する事業を JAXA発の企業が開始予定し
ているが、町で事業連携する考えはあるか。

三郷町の広報と議会だよりの
一体化について

下水管等の維持管理について

奥山　一臣

南　真紀

Q

Q
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一　
般　
質　
問	

令
和
７
年
６
月
10
日
開
催

A
大
地
震
発
生
時
に
お
け
る
火
災

件
数
の
過
半
数
は
電
気
に
よ
る

も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
は
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
能

登
半
島
地
震
で
家
屋
等
２
４
０
棟
を
焼

失
し
た
大
規
模
火
災
も
電
気
が
原
因
の

一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
普
及
は
被
害
の
拡
大
を
防
止
で

き
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
用

性
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
一
定
の
揺
れ
を
感
知
す
る
と
照
明
類

が
消
え
、
夜
間
の
地
震
の
際
は
暗
闇
で

の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
け
が
を
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療

用
機
器
な
ど
も
使
用
不
能
に
な
る
こ
と

か
ら
、
停
電
時
に
作
動
す
る
足
元
灯
の

設
置
や
予
備
電
源
の
常
備
も
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
昨
年
度
に
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
広
報
紙
で
も
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
設
置
の
啓
発
記
事
を
掲
載
し
て
お

り
、
火
災
予
防
の
観
点
か
ら
西
和
消
防

署
と
も
連
携
を
図
り
、
積
極
的
に
周
知

啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
現

時
点
で
は
、
設
置
費
用
の
支
援
制
度
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
導
入
自
治
体
の

実
績
や
効
果
を
検
証
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

A
国
内
の
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者

数
は
、年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

厚
生
労
働
省
で
は
自
治
体
ご
と
に
暑
さ

指
数
を
把
握
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
対
策

を
講
じ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
環
境
省
か
ら
「
熱
中
症

特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表
さ
れ
た

際
、
危
険
な
暑
さ
か
ら
命
を
守
る
取
組

み
と
し
て
、
昨
年
度
よ
り
冷
房
設
備
を

有
す
る
公
共
施
設
５
ヶ
所
、
民
間
施
設

１
ヶ
所
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に

指
定
し
、
住
民
や
来
訪
者
の
方
々
に
開

放
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
公
共
施
設

５
ヶ
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
開
庁
時

間
内
で
あ
れ
ば
、「
特
別
警
戒
ア
ラ
ー

ト
」
が
発
令
さ
れ
て
い
な
く
て
も
避
難

で
き
る
よ
う
、
早
急
に
調
整
を
行
い
、

決
定
次
第
、
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
企
業
へ
の
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
拡
大
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
立
野
郵
便
局
様
の
み
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
民
間

等
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
シ
ェ
ル

タ
ー
の
拡
大
に
向
け
、
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　過去の大地震発生時は、電気火災の発生が多く、感震ブレー
カーの設置が新築住宅では増えているものの、既設住宅での
設置普及は進んでいない。感震ブレーカー設置の支援制度を
設けて、設置普及を進めてはどうか。

　三郷町では「熱中症特別警戒アラート」が発表された際に、
町内の公共施設などをクーリングシェルターとして開放して
いるが、アラートが発表されていなくても誰でも気楽に涼め
る居場所となる「クールシェア」の取組みをしてはどうか。

電気災害防止への対応について

木口屋　修三

クールシェアの取組みについて

辰己　圭一

Q

Q
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委
員
会
の
主
な
報
告

③
令
和
７
年
度
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
予
防
接
種
に
係
る
国
の
助

成
金
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
自

己
負
担
額
３
，
５
０
０
円
を
近
隣
自

治
体
に
合
わ
せ
て
７
，
５
０
０
円
に

増
額
し
た
こ
と
に
伴
い
、
歳
出
で
５

９
３
万
６
千
円
、
歳
入
で
１
千
２
３

１
万
７
千
円
を
減
額
補
正
す
る
も
の

で
す
。

④
奈
良
県
に
お
い
て
防
災
行
政
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
衛
星
回
線
の
再
整

備
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
町

の
負
担
額
と
し
て
、
１
千
１
３
９
万

４
千
円
を
追
加
補
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
43
号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
44
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
育
児
を
行
う
職
員
の
職
業
生
活
と

家
庭
生
活
の
両
立
や
子
ど
も
の
年
齢

に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す

る
た
め
、
部
分
休
業
制
度
の
形
態
の

拡
充
及
び
職
員
か
ら
妊
娠
や
出
産
の

主
な
議
案
の
内
容

議
案
第
41
号

令
和
７
年
度
三
郷
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

【
今
回
の
補
正
の
主
な
内
容
】

①
各
自
治
会
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
費
用
に
係
る
補
助
金
に
対
し

て
、
当
初
の
見
込
み
を
上
回
る
申
請

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
50
万
円
を
追

加
補
正
し
ま
す
。

②
保
育
園
等
の
待
機
児
童
な
ど
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
法

人
檸
檬
会
よ
り
、
来
年
４
月
の
開
園

予
定
で
認
定
こ
ど
も
園
開
設
の
申
し

出
が
あ
り
、
施
設
整
備
に
対
す
る
補

助
金
と
し
て
、
２
億
２
，
３
０
３
万

４
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
で
国
庫
補

助
金
と
し
て
１
億
７
，
５
７
５
万
２

千
円
を
追
加
補
正
し
ま
す
。

申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
、
３
歳
未

満
の
子
を
養
育
す
る
職
員
の
育
児
休

業
・
部
分
休
業
・
育
児
短
時
間
勤
務
、

ま
た
、
子
の
看
護
休
暇
な
ど
の
取
得

に
係
る
意
向
確
認
を
任
命
権
者
に
義

務
付
け
る
た
め
、
地
方
公
務
員
の
育

児
休
業
法
及
び
国
の
人
事
院
規
則
の

改
正
に
準
じ
て
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

委
員
会
の
報
告

〈
総
務
建
設
常
任
委
員
会
〉

議
案
第
48
号

令
和
６
年
度（
繰
）日
本
遺
産
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
「
亀
の
瀬
東

口
駅
」
整
備
工
事
（
新
し
い
地

方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付

金
事
業
）
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

Q
亀
の
瀬
東
口
駅
か
ら
亀
の
瀬
ト

ン
ネ
ル
ま
で
人
や
車
の
通
れ
る

道
路
等
の
整
備
計
画
は
？

A
今
回
の
建
設
工
事
の
請
負
契
約

内
容
に
道
路
整
備
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
亀
の
瀬
の
エ
リ
ア

は
、
国
土
交
通
省
の
地
滑
り
対
策
事

業
地
に
な
っ
て
お
り
、
道
路
が
崩
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
国
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

〈
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
〉

議
案
第
45
号

三
郷
町
立
図
書
館
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
昨
年
10
月
か
ら
、
ち
ぃ
す
て
っ
ぷ

に
お
い
て
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の

居
場
所
及
び
学
び
の
場
「
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
＝
フ
ラ
ッ
ト
」
を
土
曜
日
の

み
開
設
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
利
用
者
の
方
々
か
ら
平
日

利
用
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
年
７
月
よ
り
、
原
則
、
火
曜
日
と

金
曜
日
に
図
書
館
の
生
涯
学
習
室
及

び
視
聴
覚
室
前
の
ロ
ビ
ー
に
お
い
て

「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
＝
フ
ラ
ッ
ト
」

を
開
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
生
涯
学

習
室
を
図
書
館
の
貸
館
の
対
象
か
ら

除
外
す
る
も
の
で
す
。

Q
「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
＝
フ
ラ
ッ

ト
」
開
設
時
は
視
聴
覚
室
前
の

令
和
７
年
第
２
回（
６
月
）

定
例
会

　
令
和
７
年
６
月
10
日（
火
）～

18
日（
水
）

三郷議会だより 第263号
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委
員
会
の
主
な
報
告

〈
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
〉

議
案
第
52
号

令
和
７
年
度
三
郷
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
住
民

や
事
業
者
の
支
援
を
目
的
と
し
た

「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
が
国
か
ら
追
加
で

１
千
48
万
５
千
円
交
付
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
住
民
を
対

象
に
配
布
予
定
を
し
て
い
た
ギ
フ
ト

券
の
額
を
一
律
増
額
す
る
た
め
、
追

加
す
る
も
の
で
す
。

Q
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
ギ
フ
ト
券

配
布
事
業
で
、
一
人
当
た
り
２
千
５

百
円
か
ら
３
千
円
に
増
額
さ
れ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
増
額
に
よ
っ
て
、
配

布
時
期
が
遅
れ
る
こ
と
は
な
い
か
。

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
等
に
よ
り
支
援
対
象
者

の
方
へ
の
対
応
は
慎
重
に
お
願
い
し

た
い
。

A
配
布
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
広
報
で
ご
案
内
し
た
と
お

り
、
発
送
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

ま
す
。

ロ
ビ
ー
も
使
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

開
設
日
に
視
聴
覚
室
の
使
用
申
請
が

あ
っ
た
場
合
の
ロ
ビ
ー
の
使
用
は
。

A
平
日
に
視
聴
覚
室
が
使
用
さ
れ

る
こ
と
は
極
め
て
少
な
く
、
通

常
、
利
用
日
の
１
ヶ
月
前
ま
で
に
は

使
用
申
請
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
予
め
双
方
の
調
整
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

議
案
第
51
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
小
・
中
学
校
の
電
子
黒
板
の
更
新

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
新
た
に
25
台

を
購
入
す
る
た
め
、
財
産
購
入
契
約

を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

Q
本
件
に
つ
い
て
は
、
指
名
競
争

入
札
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
１
社
以
外
は
全
て
応
札
辞
退
し

て
い
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

A
学
校
に
お
け
る
電
子
黒
板
の
購

入
は
、
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
指
定
し
た
納
期
ま
で

に
製
品
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
か
ら

辞
退
が
相
次
い
だ
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
等
に
よ
る
保
護
対
象
の
方
に

は
、
慎
重
か
つ
適
正
に
対
応
す
る
よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

報
告
第
３
号

令
和
６
年
度
三
郷
町
一
般
会
計

事
故
繰
越
し
計
算
書
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
か
ら
予
算
を
繰
り
越

し
て
い
た「
近
鉄
跨
線
橋
補
修
工
事
」

に
お
い
て
、
既
設
舗
装
の
撤
去
時
に

想
定
外
の
腐
食
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た
令
和

６
年
度
内
に
工
事
を
完
了
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
故
繰
越
し
と

し
て
、
令
和
７
年
度
に
予
算
を
再
度

繰
り
越
し
ま
し
た
。

Q
近
鉄
跨
線
橋
の
補
修
工
事
に
つ

い
て
８
月
末
に
完
了
と
の
こ
と

だ
が
、
デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
部
分
に
つ

い
て
は
、
概
ね
完
成
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
の
で
、
昼
間
だ
け
で
も
通

行
可
能
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
早
期
に
通
行
を
可
能
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
交
渉
し
ま
し
た

が
、
工
事
終
了
後
に
近
鉄
に
よ
る
検

査
を
し
な
い
と
、
一
般
の
方
は
通
行

い
た
だ
け
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。

　
１
日
も
早
く
通
行
可
能
と
す
る
た

め
、
工
事
終
了
後
の
速
や
か
な
検
査

を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

付
託
案
件
以
外
の
質
問

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
４
月

か
ら
民
間
委
託
に
な
っ
て
い
る

が
、
指
導
員
や
保
護
者
か
ら
、
新
体

制
に
つ
い
て
何
か
意
見
等
は
届
い
て

い
る
か
。

A
４
月
か
ら
の
民
間
委
託
後
、
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
等
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
。
順
調
に
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
開
館
以
来
、

２
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
利
用

状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
当
初
の
想

定
来
場
者
数
に
対
し
て
実
績
は
。

A
利
用
者
数
は
、
３
月
４
，
２
２

２
人
、
４
月
８
，
２
１
１
人
、

５
月
８
，
７
２
９
人
で
、
３
か
月
の

合
計
は
、
２
１
，
１
６
２
人
で
す
。

　
年
間
の
利
用
者
数
目
標
を
５
万
人

と
し
て
い
ま
す
が
、
順
調
に
推
移
し

て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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　昨今の食料品の値上げが相次ぐ中、米不足と米価の値上がりが生活苦に追い打ちをかけて
おり、消費者は安心して食べ続けられ、農家も安心して作り続けられる食糧政策の実現が求
められています。また、「子ども食堂」の支援に係る調査においても、米の需要が高まって
いることに触れ、①生産者・消費者双方を守るため、「食糧支援制度の創設」②「米の増産
と備蓄の拡充」③「農家の安定した生産を継続可能とする条件の整備と国民に対する安定供
給の政策への転換」④「学校給食用の米価高騰に対する補填」⑤「フードバンクや子ども食
堂などへの政府備蓄米の無償提供の拡大及び食糧不足への不安解消」の実現を求める意見書案が辰己議員
より提出されました。
　本案については、最終日の本会議において、澤議員より修正動議が提出され、「本案の趣旨に同意はする
ものの、原案は半年も前に出された他市の意見書に文面が酷似しており、他市とは状況の異なる本町の現
状に鑑みると、子ども食堂などに特化した表現よりも、『あらゆる世代の低所得者や貧困家庭にも行き届く
よう要望する』ことがより適切であると考える。このことから「放出した備蓄米の流通の実態を追跡調査し、
今回の米不足の全容、価格高騰の原因を究明し、『良質な食糧が合理的な価格で安定的に供給され、かつ、
国民ひとり一人がこれを入手できる状態とすることにより生産者・消費者の双方を守ること』を強調した
内容に修正することを望む」という提案理由が述べられました。
　本意見書につきましては、まず、修正案について採決されましたが、賛成少数で否決され、続いて原案
について採決した結果、全会一致をもって可決となったことから、原案を関係機関に提出しました。

　高額療養費制度は、長期にわたる治療などにより、高額な医療費を負う患者やその家族に
とって欠かせない制度ですが、今年８月から自己負担上限額を段階的に引き上げる「見直し」
が、政府予算案に盛り込まれていました。しかしながら、国民の世論を受け、政府は上限額
の引き上げを見送り、秋までに改めて方針を決定することを表明しました。高額療養費の上
限額が引き上げられると、低所得者はもとより、対象となる患者やその家族に甚大な影響を
及ぼし、ひいては暮らしの不安に加えて、命の危険まで背負わせることになります。
　このことから、誰もが安心して医療にアクセスできる公的医療保険制度を保障するため、「高額療養費制
度の自己負担上限額引き上げの撤回を求める意見書」を全会一致で可決し、関係機関に提出しました。

採択された意見書
発議第７号 米の安定供給と食糧支援を求める意見書

発議第８号 高額療養費制度の自己負担額上限引き上げの
撤回を求める意見書

本会議の様子はインターネットでも視聴可能です

意見書は
コチラ

意見書は
コチラ

時間や場所を問わず、自宅などのパソコンやスマホで
ご覧いただくことができます（生配信・録画配信）
https://www.town.sango.nara.jp/site/gikai
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審　議　結　果

６ 

月

３
日　
議
会
運
営
委
員
会

10
日　
第
２
回
定
例
会
本
会
議

11
日　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

12
日　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

13
日　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

18
日　
全
員
協
議
会
・
本
会
議

19
日　
例
月
現
金
出
納
検
査

７ 

月

２
日　
上
下
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

12
日　
差
別
を
な
く
す
町
民
集
会

17
日　
例
月
現
金
出
納
検
査

28
～
29
日　

　
　
　
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
審
査

30
日　
奈
良
県
民
集
会

〇：賛成　　●：反対
　※原則、議長は可否同数の場合のみ採決に加わります。

★発議は、議員提案の議案です。

令和７年第２回（６月）定例会（令和７年６月10日～ 18日）

議　　案 審議結果 神
崎
吉
村
南
田南髙

田
奥
山澤辰

己
木
口
屋
伊
藤

令和７年度三郷町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）
の専決処分について 原案承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
　
　
長

令和７年度三郷町一般会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度三郷町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

三郷町立図書館条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度マテリアル施設建設工事請負契約の締結について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度（繰）日本遺産ビジターセンター「亀の瀬東口駅」整備工事
（新しい地方経済・生活環境創生交付金事業）請負契約の締結について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財産の取得について　※避難所資機材整備 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財産の取得について　※油圧ショベル（清掃センター） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財産の取得について　※学校電子黒板 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度三郷町一般会計補正予算（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度三郷町一般会計繰越明許費繰越計算書について 報告受理 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

令和６年度三郷町一般会計事故繰越し繰越計算書について 報告受理 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【発議】米の安定供給と食糧支援を求める意見書 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【発議】米の安定供給と食糧支援を求める意見書修正動議 原案否決 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇 ● ●

【発議】高額療養費制度の自己負担額上限引き上げの撤回を
求める意見書 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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